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PCR 法（Polymerase Chain Reaction）で行った研究では
1mg あたり1×1010個であったとの報告があり11）、相当数の
細菌が生息していることになる。また、偏性嫌気性菌であ
る Tannerella forsythia が歯周炎に罹患していない成人およ
び若年者から高頻度に検出されたという報告されている。
さらに、Porphyromonas gingivalis や Treponema deticola につ
いても低頻度ながら成人および若年者から高頻度に検出さ
れたとの報告がある12）。重度の歯周炎患者の深い歯周ポケッ
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